
(57)【要約】

【課題】溶解操作が容易であり、溶解操作に際して針先

の汚染や針先による怪我を回避し、溶解操作中の液漏れ

を防止する液体移注具を提供する。

【解決手段】液体移注具は、天面１１とスカート部１３

と穿刺針挿着部１２とを有してなるガイド部材１と、こ

のガイド部材１の穿刺針挿着部１２に、その先端２２３

が前記スカート部１３の内側に後退した位置からスカー

ト部１３の外側に突出した位置までスライド可能に挿着

された穿刺部材２を含んでなる。穿刺部材２は、基端に

チップ装着部２１を有するとともに、先端に前記穿刺針

挿着部１２に挿着される穿刺針２２を有する管状部材で

あり、穿刺針２２には、チップ２１と連通する液体通路

２２２と、エアフィルター２３１を通して外部と連通す

る気体通路２２１が設けられている。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
天 面 と ス カ ー ト 部 と 、 該 天 面 の 軸 上 に 天 面 を 貫 通 し て 設 け ら れ た 管 状 の 穿 刺 針 挿 着 部 、 と
を 有 し て な る キ ャ ッ プ 状 の ガ イ ド 部 材 と 、 該 ガ イ ド 部 材 の 穿 刺 針 挿 着 部 に 、 そ の 先 端 が 前
記 ス カ ー ト 部 の 内 側 に 後 退 し た 位 置 か ら ス カ ー ト 部 の 外 側 に 突 出 し た 位 置 ま で ス ラ イ ド 可
能 に 挿 着 さ れ た 穿 刺 部 材 を 含 ん で な り 、 該 穿 刺 部 材 は 、 基 端 に シ リ ン ジ の チ ッ プ を 装 着 可
能 な チ ッ プ 装 着 部 を 有 す る と と も に 、 先 端 に 前 記 穿 刺 針 挿 着 部 に 挿 着 さ れ る 穿 刺 針 を 有 す
る 管 状 部 材 で あ り 、 該 穿 刺 針 は 気 体 通 路 と 液 体 通 路 を 備 え て お り 、 液 体 通 路 と チ ッ プ 装 着
部 が 連 通 す る と と も に 、 気 体 通 路 が エ ア フ ィ ル タ ー を 通 し て 外 部 に 開 放 さ れ て な る 、 液 体
移 注 具 。
【 請 求 項 ２ 】
ガ イ ド 部 材 の ス カ ー ト 部 に ス リ ッ ト を 設 け 、 ス カ ー ト 部 の 内 側 に 後 退 し た 位 置 に あ る 穿 刺
針 を 視 認 可 能 に し て な る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 体 移 注 具 。
【 請 求 項 ３ 】
穿 刺 針 の 基 端 に 円 板 状 の 鍔 が 設 け ら れ 、 該 鍔 と 穿 刺 針 挿 着 部 の 基 端 が 衝 突 し て 穿 刺 部 材 の
前 進 方 向 へ の ス ラ イ ド が 停 止 さ れ る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 液 体 移 注 具 。
【 請 求 項 ４ 】
穿 刺 針 挿 着 部 の 内 壁 が 基 端 側 の 一 部 を 残 し て ア ン ダ ー カ ッ ト さ れ る と と も に 、 穿 刺 針 の 中
間 部 に 環 状 突 起 が 設 け ら れ 、 前 記 ア ン ダ ー カ ッ ト に よ り 形 成 さ れ た 段 部 と 前 記 環 状 突 起 が
係 合 し て 穿 刺 部 材 の 後 退 方 向 へ の ス ラ イ ド が 停 止 さ れ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の
液 体 移 注 具 。
【 請 求 項 ５ 】
穿 刺 部 材 の 鍔 と ガ イ ド 部 材 の 天 面 の 間 に 、 穿 刺 部 材 が 不 用 意 に ス ラ イ ド す る の を 防 止 す る
ス ラ イ ド 抑 制 手 段 を 設 け て な る 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 体 移 注 具 。
【 請 求 項 ６ 】
ス ラ イ ド 抑 制 手 段 が バ ネ で あ る 請 求 項 ５ に 記 載 の 液 体 移 注 具 。
【 請 求 項 ７ 】
ス ラ イ ド 抑 制 手 段 が つ っ か え 部 材 で あ る 請 求 項 ５ に 記 載 の 液 体 移 注 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 液 体 移 注 具 に 関 す る 。 本 発 明 の 液 体 移 注 具 は 、 使 用 前 に お け る 針 先 の 汚 染 や 、
使 用 時 に お け る 針 先 に よ る 怪 我 や 液 漏 れ の 問 題 を 解 消 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
医 療 機 関 で の 生 体 接 着 ・ 混 注 な ど を 目 的 と し た 成 分 液 の 準 備 、 あ る い は 在 宅 医 療 で の 自 己
注 射 で は 、 バ イ ア ル に 入 っ た 乾 燥 薬 剤 を 溶 解 調 製 し た 後 、 こ れ を シ リ ン ジ に 移 し 替 え て 用
い て い る 。 こ れ ら の 操 作 に は 、 従 来 、 針 付 き の シ リ ン ジ や 両 頭 針 と い う 両 端 に 中 空 の 穿 刺
針 を 有 す る 器 具 等 が 使 用 さ れ て き た 。 す な わ ち 、 針 付 き の シ リ ン ジ を 使 用 す る 場 合 に は 、
先 ず 、 そ の 針 を 溶 解 液 容 器 の 口 部 ゴ ム 栓 に 刺 入 し て 一 定 量 の 溶 解 液 を シ リ ン ジ に 採 取 し 、
次 に 、 そ の 針 を バ イ ア ル の 口 部 ゴ ム 栓 に 刺 入 し て バ イ ア ル 内 に 溶 解 液 を 注 入 す る 。 そ し て
、 バ イ ア ル を 震 盪 し て 薬 剤 を 溶 解 し た 後 、 再 び 針 を ゴ ム 栓 に 刺 入 し て 薬 液 の 一 定 量 を シ リ
ン ジ に 採 取 す る 。 ま た 、 両 頭 針 を 使 用 す る 場 合 に は 、 両 頭 針 の 両 端 の 穿 刺 針 を そ れ ぞ れ 薬
剤 の 入 っ た バ イ ア ル の ゴ ム 栓 お よ び 溶 解 液 容 器 の ゴ ム 栓 に 刺 入 し て 両 者 を 連 通 さ せ 、 溶 解
液 を バ イ ア ル 内 に 移 送 し て 薬 剤 を 溶 解 し 、 バ イ ア ル か ら 溶 解 液 容 器 お よ び 両 頭 針 を 取 り 外
し た 後 、 前 記 と 同 様 に 、 針 を バ イ ア ル の ゴ ム 栓 に 刺 入 し て シ リ ン ジ に 一 定 量 の 薬 液 を 採 取
し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ れ ら 従 来 技 術 は 、 針 付 シ リ ン ジ を 用 い て 薬 剤 の 溶 解 操 作 を 行 う 場 合 に は 、 操 作 が 煩 雑 で
あ る ば か り で な く 針 が 露 出 さ れ て い る た め 使 用 前 に 針 先 が 汚 染 さ れ た り 、 使 用 時 に 針 先 で
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怪 我 を す る 虞 が あ っ た 。 ま た 、 両 頭 針 を 使 用 す る 場 合 に は 、 両 頭 針 の 抜 針 時 や シ リ ン ジ に
一 定 の 薬 液 を 採 取 す る 際 に 、 針 付 シ リ ン ジ の 場 合 と 同 様 に 針 先 が 露 出 さ れ て い る た め 、 針
先 で 怪 我 を し た り 、 薬 液 の 採 取 前 に 針 先 が 汚 染 す る 虞 が あ っ た 。 そ こ で 、 こ の よ う な 問 題
を 解 消 す る た め に 、 溶 解 操 作 に 際 し て 薬 液 の 注 入 ・ 採 取 の い ず れ の 操 作 も 行 う こ と の 出 来
る 混 注 用 ア ダ プ タ ー が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ７ － ２ １ ３ ５ ８ ５ 号 公 報 （ 段 落 番 号 ０ ０ ０ ８ ～ ０ ０ １ ２ 、 図 １ 、 図 ２ ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
上 記 特 許 文 献 １ の 混 注 用 ア ダ プ タ ー は 、 円 板 状 の ハ ブ の 同 軸 上 反 対 側 に そ れ ぞ れ 中 空 の 穿
刺 針 と 管 状 の チ ッ プ 装 着 部 が 設 け ら れ て お り 、 ハ ブ の 外 縁 に そ れ ぞ れ 穿 刺 針 お よ び チ ッ プ
装 着 部 を 超 え る よ う に 同 心 状 に 延 び る 筒 状 の ス カ ー ト が 設 け ら れ て い る も の で あ り 、 針 先
の 汚 染 や 怪 我 を 回 避 し な が ら バ イ ア ル に 入 っ た 乾 燥 薬 剤 を 溶 解 調 製 し た 後 、 シ リ ン ジ に 移
し 替 え て 用 い る の に 便 利 で あ る 。 し か し な が ら 、 バ イ ア ル へ の 針 刺 し を 行 う 際 に ス カ ー ト
の 先 端 が バ イ ア ル の 肩 に 当 た ら な い よ う に す る た め に 、 ス カ ー ト の 長 さ が 限 定 さ れ て お り
、 そ の た め バ イ ア ル を 真 っ 直 ぐ に 装 着 す る こ と が で き ず 、 バ イ ア ル の ゴ ム 栓 と 針 と の 間 に
隙 間 が 出 来 て 、 溶 解 操 作 中 に 薬 液 漏 れ を 生 ず る 虞 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 如 上 の 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 溶 解 操 作 が 容 易 で あ り 、 溶 解 操 作 に 際 し
て 針 先 の 汚 染 や 針 先 に よ る 怪 我 を 回 避 し 、 溶 解 操 作 中 の 液 漏 れ を 防 止 す る 液 体 移 注 具 を 提
供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 者 等 は 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 鋭 意 検 討 の 結 果 、 穿 刺 部 材 の 先 端 を 、 ス カ ー ト
部 の 内 側 に 後 退 し た 位 置 か ら ス カ ー ト 部 の 外 側 に 突 出 し た 位 置 ま で 、 ス ラ イ ド 可 能 に す れ
ば よ い こ と に 想 到 し 、 本 発 明 に 到 達 し た 。 す な わ ち 本 発 明 は 、 天 面 と ス カ ー ト 部 と 、 こ の
天 面 の 軸 上 に 天 面 を 貫 通 し て 設 け ら れ た 管 状 の 穿 刺 針 挿 着 部 、 と を 有 し て な る キ ャ ッ プ 状
の ガ イ ド 部 材 と 、 こ の ガ イ ド 部 材 の 穿 刺 針 挿 着 部 に 、 そ の 先 端 が 前 記 ス カ ー ト 部 の 内 側 に
後 退 し た 位 置 か ら ス カ ー ト 部 の 外 側 に 突 出 し た 位 置 ま で ス ラ イ ド 可 能 に 挿 着 さ れ た 穿 刺 部
材 を 含 ん で な り 、 こ の 穿 刺 部 材 は 、 基 端 に シ リ ン ジ の チ ッ プ を 装 着 可 能 な チ ッ プ 装 着 部 を
有 す る と と も に 、 先 端 に 前 記 穿 刺 針 挿 着 部 に 挿 着 さ れ る 穿 刺 針 を 有 す る 管 状 部 材 で あ り 、
こ の 穿 刺 針 は 気 体 通 路 と 液 体 通 路 を 備 え て お り 、 液 体 通 路 と チ ッ プ 装 着 部 が 連 通 す る と と
も に 、 気 体 通 路 が エ ア フ ィ ル タ ー を 通 し て 外 部 に 開 放 さ れ て な る 、 液 体 移 注 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ こ で 、 ガ イ ド 部 材 は 、 そ の ス カ ー ト 部 に ス リ ッ ト を 設 け 、 ス カ ー ト 部 の 内 側 に 後 退 し た
位 置 に あ る 穿 刺 針 を 視 認 可 能 に す る の が よ い 。 ま た 、 穿 刺 針 の 基 端 に 円 板 状 の 鍔 を 設 け 、
こ の 鍔 と 穿 刺 針 挿 着 部 の 基 端 が 衝 突 し て 穿 刺 部 材 の 前 進 方 向 へ の ス ラ イ ド が 停 止 さ れ る よ
う に し て も よ く 、 穿 刺 針 挿 着 部 の 内 壁 が 基 端 側 の 一 部 を 残 し て ア ン ダ ー カ ッ ト さ れ る と と
も に 、 穿 刺 針 の 中 間 部 に 環 状 突 起 が 設 け ら れ 、 前 記 ア ン ダ ー カ ッ ト に よ り 形 成 さ れ た 段 部
と 前 記 環 状 突 起 が 係 合 し て 穿 刺 部 材 の 後 退 方 向 へ の ス ラ イ ド が 停 止 さ れ る よ う に し て も よ
い 。 ま た 、 穿 刺 部 材 が 不 用 意 に ス ラ イ ド す る の を 防 止 す る た め に 、 穿 刺 部 材 の 鍔 と ガ イ ド
部 材 の 天 面 の 間 に ス ラ イ ド 抑 制 手 段 を 設 け て も よ く 、 ス ラ イ ド 抑 制 手 段 と し て は 、 バ ネ や
、 つ っ か え 部 材 が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 、 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す 正 面 図 で あ り 、 図 ２ は 図 １ の Ｘ － Ｘ 線 断 面 図 、 図 ３ は 本 発
明 の 他 の 実 施 例 を 示 す 縦 断 面 図 、 図 ４ は 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 例 を 示 す 正 面 図 、 図 ５ お よ
び 図 ６ は そ れ ぞ れ 図 ４ の 正 面 断 面 図 お よ び Ｙ － Ｙ 線 断 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ７ お よ び 図 ８
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は 本 発 明 の 液 体 移 注 具 の 使 用 状 況 説 明 図 で あ る 。
本 発 明 の 液 体 移 注 具 は 、 図 １ ～ 図 ６ に 示 す よ う に 、 天 面 １ １ と ス カ ー ト 部 １ ３ と 穿 刺 針 挿
着 部 １ ２ と を 有 し て な る ガ イ ド 部 材 １ と 、 こ の ガ イ ド 部 材 １ の 穿 刺 針 挿 着 部 １ ２ に 、 そ の
先 端 ２ ２ ３ が 前 記 ス カ ー ト 部 １ ３ の 内 側 に 後 退 し た 位 置 か ら ス カ ー ト 部 １ ３ の 外 側 に 突 出
し た 位 置 ま で ス ラ イ ド 可 能 に 挿 着 さ れ た 穿 刺 部 材 ２ を 含 ん で な る 。 穿 刺 部 材 ２ は 、 基 端 に
チ ッ プ 装 着 部 ２ １ を 有 す る と と も に 、 先 端 に 前 記 穿 刺 針 挿 着 部 １ ２ に 挿 着 さ れ る 穿 刺 針 ２
２ を 有 す る 管 状 部 材 で あ り 、 穿 刺 針 ２ ２ に は 、 チ ッ プ ２ １ と 連 通 す る 液 体 通 路 ２ ２ ２ と 、
エ ア フ ィ ル タ ー ２ ３ １ を 通 し て 外 部 と 連 通 す る 気 体 通 路 ２ ２ １ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ガ イ ド 部 材 １ は 、 一 般 に 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン や ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ
ル 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 な ど の プ ラ ス チ ッ ク で 形 成 さ れ た キ ャ ッ プ 状 部 材 で あ
り 、 天 面 １ １ と ス カ ー ト 部 １ ３ と 、 こ の 天 面 １ １ の 軸 上 に 天 面 １ １ を 貫 通 し て 設 け ら れ た
管 状 の 穿 刺 針 挿 着 部 １ ２ と を 有 し て な る 。 ス カ ー ト 部 １ ３ は 、 バ イ ア ル の 口 部 が 内 壁 に 沿
っ て ス ラ イ ド 可 能 な 内 径 を 有 し て お り 、 そ の 先 端 側 に は 、 ス カ ー ト 部 １ ３ の 内 側 に 後 退 し
た 位 置 に あ る 穿 刺 針 ２ ２ を 確 認 す る た め の ス リ ッ ト １ ４ が 設 け ら れ て お り 、 そ の 内 壁 に は
、 バ イ ア ル 口 部 の ス ム ー ズ な ス ラ イ ド を 可 能 に す る 複 数 （ 通 常 ３ ～ ５ 個 ） の 縦 リ ブ １ ５ が
設 け ら れ て い る 。 こ の 縦 リ ブ １ ５ は 天 面 １ １ に 隣 接 す る 基 端 側 部 分 を 残 し て ア ン ダ ー カ ッ
ト さ れ て お り 、 ス カ ー ト 部 １ ３ の 先 端 １ ３ １ が バ イ ア ル の 肩 部 に 接 触 す る 位 置 ま で 前 進 し
た 時 に 、 ア ン ダ ー カ ッ ト に よ っ て 形 成 さ れ た 段 部 １ ５ １ が バ イ ア ル の 口 部 と 衝 合 す る 様 に
な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
穿 刺 針 挿 着 部 １ ２ は 、 そ の 内 壁 が 基 端 側 の 一 部 を 残 し て ア ン ダ ー カ ッ ト さ れ て お り 、 こ の
内 壁 に 穿 刺 部 材 ２ の 穿 刺 針 ２ ２ が ス ラ イ ド 可 能 に 挿 着 さ れ て い る 。 そ し て こ の 構 成 に よ り
、 穿 刺 部 材 ２ は 、 ア ン ダ ー カ ッ ト に よ っ て 形 成 さ れ た 段 部 １ ２ １ に 後 述 の 穿 刺 針 ２ ２ の 環
状 リ ブ ２ ２ ４ が 係 合 す る 位 置 ま で 後 退 可 能 に な っ て い る 。 そ の た め 、 ア ン ダ ー カ ッ ト の 位
置 お よ び 環 状 リ ブ ２ ２ ４ の 位 置 は 、 こ れ ら が 係 合 し た 時 に 、 穿 刺 部 材 ２ の 先 端 ２ ２ ３ 、 す
な わ ち 穿 刺 針 ２ ２ の 先 端 ２ ２ ３ が ス カ ー ト 部 １ ３ の 内 側 に 後 退 し た 位 置 に 在 る よ う に 決 め
ら れ る （ 図 ７ 参 照 ） 。 ま た 、 穿 刺 部 材 ２ は 、 穿 刺 針 挿 着 部 １ ２ の 基 端 １ ２ ２ が 後 述 の 穿 刺
部 材 ２ の 鍔 ２ ４ と 衝 突 す る 位 置 ま で 前 進 可 能 に な っ て い る 。 そ の た め 、 穿 刺 針 挿 着 部 １ ２
の 天 面 １ １ か ら の 突 出 長 は 、 穿 刺 針 挿 着 部 １ ２ の 基 端 １ ２ ２ が 後 述 の 穿 刺 部 材 ２ の 鍔 ２ ４
と 衝 突 し た 時 に 、 穿 刺 部 材 ２ の 先 端 ２ ２ ３ が ス カ ー ト 部 １ ３ の 外 側 に 突 出 し た 位 置 に 在 る
よ う に 決 め ら れ る （ 図 ８ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ２ 】
穿 刺 部 材 ２ は 、 一 般 に 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン や ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー
ト 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 な ど の プ ラ ス チ ッ ク で 形 成 さ れ た 管 状 部 材 で あ り 、 ガ イ ド 部 材 １ の 穿 刺 針
挿 着 部 １ ２ に 、 そ の 先 端 ２ ２ ３ が ス カ ー ト 部 １ ３ の 内 側 に 後 退 し た 位 置 か ら ス カ ー ト 部 １
３ の 外 側 に 突 出 し た 位 置 ま で ス ラ イ ド 可 能 に 挿 着 さ れ て い る 。 穿 刺 部 材 ２ は 、 基 端 に シ リ
ン ジ の チ ッ プ （ 図 示 し て い な い ） を 装 着 可 能 な チ ッ プ 装 着 部 ２ １ を 有 す る と と も に 、 先 端
に 穿 刺 針 挿 着 部 １ ２ に 挿 着 さ れ る 穿 刺 針 ２ ２ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
穿 刺 針 ２ ２ は 気 体 通 路 ２ ２ １ と 液 体 通 路 ２ ２ ２ を 備 え て お り 、 液 体 通 路 ２ ２ ２ は チ ッ プ 装
着 部 ２ １ と 連 通 し 、 気 体 通 路 ２ ２ １ は こ れ と 連 通 す る フ ィ ル タ ー 部 ２ ３ の エ ア フ ィ ル タ ー
２ ３ １ を 通 し て 外 部 に 開 放 さ れ て い る 。 穿 刺 針 ２ ２ の 基 端 に は 、 例 え ば 円 板 状 の 鍔 ２ ４ を
設 け 、 穿 刺 部 材 ２ の 先 端 ２ ２ ３ が ス カ ー ト 部 １ ３ の 外 側 に 突 出 し た 位 置 で 、 鍔 ２ ４ と 穿 刺
針 挿 着 部 １ ２ の 基 端 １ ２ ２ が 衝 突 し 、 穿 刺 部 材 ２ の 前 進 方 向 へ の ス ラ イ ド が 停 止 さ れ る よ
う に し て も よ い 。 穿 刺 針 ２ ２ の 中 間 部 に は 、 環 状 リ ブ ２ ２ ４ を 設 け 、 穿 刺 部 材 ２ の 先 端 ２
２ ３ が ス カ ー ト 部 １ ３ の 内 側 に 引 っ 込 ん だ 位 置 で 、 環 状 リ ブ ２ ２ ４ と 穿 刺 針 挿 着 部 １ ２ の
段 部 １ ２ １ が 係 合 し 、 穿 刺 部 材 ２ の 後 退 方 向 へ の ス ラ イ ド が 停 止 さ れ る よ う に し て も よ い
。
ま た 、 穿 刺 部 材 ２ が 不 用 意 に ス ラ イ ド す る の を 防 止 す る た め に 、 穿 刺 部 材 ２ の 鍔 ２ ４ と ガ
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イ ド 部 材 １ の 天 面 １ １ の 間 に ス ラ イ ド 抑 制 手 段 を 設 け て も よ く 、 ス ラ イ ド 抑 制 手 段 と し て
は 、 図 ４ ～ 図 ６ に 示 す よ う な バ ネ ３ ２ や 、 図 ３ に 示 す よ う な コ ル セ ッ ト の よ う な 機 能 を 有
す る つ っ か え 部 材 ３ １ が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
次 に 、 本 発 明 の 液 体 移 注 具 の 使 用 に つ い て 、 図 ７ お よ び 図 ８ を 用 い て 説 明 す る 。
先 ず 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 液 体 移 注 具 Ｔ Ｎ と バ イ ア ル Ｖ を 用 意 す る 。 こ の 時 、 穿 刺 針 ２ ２
の 先 端 ２ ２ ３ は ス カ ー ト 部 １ ３ の 内 側 に 在 る 。 次 に 、 ス カ ー ト 部 １ ３ を バ イ ア ル Ｖ の 口 部
Ｍ に 宛 が い 、 液 体 移 注 具 Ｔ Ｎ 全 体 を 真 っ 直 ぐ に 押 し 下 げ る と 、 ゴ ム 栓 Ｒ Ｓ が 穿 刺 針 ２ ２ に
よ っ て 刺 通 さ れ 、 液 体 移 注 具 Ｔ Ｎ の 前 進 は 、 穿 刺 針 挿 着 部 １ ２ と 鍔 ２ ４ が 衝 突 す る 位 置 で
止 ま る 。 こ の 時 、 段 部 １ ５ １ が バ イ ア ル Ｖ の 口 部 Ｍ と 衝 合 し て お り 、 バ イ ア ル Ｖ の 内 部 は
、 穿 刺 針 ２ ２ の 気 体 通 路 ２ ２ １ お よ び 液 体 通 路 ２ ２ ２ を 介 し て 、 そ れ ぞ れ 外 気 お よ び チ ッ
プ 装 着 部 ２ １ と 連 通 し て い る （ 図 ８ 参 照 ） 。 こ の 状 態 で 、 チ ッ プ 装 着 部 ２ １ に 溶 解 液 の 充
填 さ れ た シ リ ン ジ （ 図 示 し て い な い ） を 接 続 す れ ば 、 容 易 に 溶 解 操 作 を 行 う こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 述 べ た こ と か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 を 採 用 す る こ と に よ り 、 容 易 に 溶 解 操 作 を 行
う こ と が で き る 。 ま た 、 溶 解 操 作 に 際 し て 針 先 の 汚 染 や 針 先 に よ る 怪 我 を 回 避 し 、 溶 解 操
作 中 の 液 漏 れ を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ｘ － Ｘ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ の Ｙ － Ｙ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 液 体 移 注 具 の 使 用 状 況 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 液 体 移 注 具 の 使 用 状 況 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ガ イ ド 部 材
１ １ 　 天 面
１ ２ 　 穿 刺 針 挿 着 部
１ ２ １ 　 段 部
１ ２ ２ 　 穿 刺 針 挿 着 部 の 基 端
１ ３ 　 ス カ ー ト 部
１ ３ １ 　 ス カ ー ト 部 の 先 端
１ ４ 　 ス リ ッ ト
１ ５ 　 縦 リ ブ
１ ５ １ 　 段 部
２ 　 穿 刺 部 材
２ １ 　 チ ッ プ 装 着 部
２ ２ 　 穿 刺 針
２ ２ １ 　 気 体 通 路
２ ２ ２ 　 液 体 通 路
２ ２ ３ 　 穿 刺 部 材 の 基 端 （ 穿 刺 針 の 先 端 ）
２ ２ ４ 　 環 状 リ ブ
２ ３ 　 フ ィ ル タ ー 部
２ ３ １ 　 エ ア フ ィ ル タ ー
２ ４ 　 鍔
Ｔ Ｎ 　 液 体 移 注 具
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Ｖ 　 バ イ ア ル
Ｍ 　 口 部
Ｒ Ｓ 　 ゴ ム 栓

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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